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安全上のご注意
ご使用前に必ずお読みいただき、お客さまや他の人々への危害や損害を未然に防止するために、必ずお守
りください。

注意事項は、誤った取り扱いによる危害や損害の程度を、以下の表示で区分しています。

	 誤った取り扱いをすると｢死亡または重傷を負う危険が切迫して生じる場合が想定される｣
内容を示します。

	 誤った取り扱いをすると｢死亡または重傷を負う可能性が想定される｣内容を示します。

	 誤った取り扱いをすると｢傷害を負う可能性および物的損害のみが発生する可能性が想定
される｣内容を示します。

ガス警報音が鳴っている間は、以下の内容を必ず守ってください。
爆発の恐れがあります。

必ず行う

	 ガス警報音が鳴っている部屋にいるときは、すぐに換気をし、使用中のガス機器を止めてくださ
い。

火気厳禁

	 マッチやライターなど、火気を使わないでください。

禁　止

	 換気扇、電灯、蛍光灯など、電気製品のスイッチを入・切しないでください。

禁　止

	 電源プラグを抜かないでください。

禁　止

	 部屋の外にいるときは、すぐに入室しないでください。

CO警報音もしくは火災警報音が鳴っている間は、以下の内容を必ず守ってください。
CO濃度が上昇し、短時間で生命に危険が生じる恐れがあります。また、火災により生命に危険が生じる
恐れがあります。

必ず行う

	 CO警報音が鳴っている部屋にいるときは、すぐに換気をし、使用中のガス機器を止めてください。

必ず行う

	 火災警報音が鳴り、消火が不可能なときは、避難してください。

禁　止

	 部屋の外にいるときは、すぐに入室しないでください。

必ず行う

	 内蔵電池内部の物質などが目の中に入ったときは、こすらず、すぐにきれいな水で洗った後、直ち
に医師の診療を受けてください。
内蔵電池内部の物質などの影響により、失明や体調不良などの原因となります。

必ず行う

	 常に電源が入っていること（緑（電源）ランプ点灯）を確認してください。
電源が入っていないと火災、ガスもれ、COが発生しても、警報を発しません。

必ず行う

	 設置後、5年（有効期限）を過ぎた警報器は、新しい警報器とお取り替えください。
誤動作または正常に作動しない恐れがあります。有効期限は、警報器本体に示しています。

必ず行う

	 殺虫剤を使用するときは、以下の内容を必ず守ってください。（P.10参照）
●	警報器をポリ袋などで覆う。
●	噴霧が終わったら、換気した後、ポリ袋を取り除く。
誤作動の原因となります。

水ぬれ禁止

	 警報器や電源プラグを水につけたり、水をかけたりしないでください。
感電・ショート・発煙・発火の恐れがあります。

分解禁止

	 分解や改造はしないでください。
故障の原因となります。
また、電波法に基づく無線機器の分解や改造は法律で禁止されています。

禁　止

	 衝撃を与えないでください。
故障の原因となります。

禁　止

	 警報器をお手入れするとき以外は、電源プラグを抜かないでください。
火災、ガスもれ、COが発生しても、警報を発しません。

禁　止

	 電源コードにステップルや釘などを打たないでください。
火災の原因となります。

禁　止

	 ガス検知部は、絶対にふさがないでください。
ガスもれまたはCOを検知しなくなります。

禁　止

	 煙感知式住宅用火災警報器に用いられる点検ガスを噴霧しないでください。
ガスセンサの故障の原因となります。

必ず行う

	 医用電気機器などを装着している場合は、医用電気機器メーカーもしくは販売業者に、電波によ
る影響についてご確認のうえ使用ください。また、装着部と本警報器が15cm未満に近づかない
ようにしてください。
電波により医用電気機器などに悪影響を及ぼす原因となります。

必ず行う

	 高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近くでは、本警報器の電源を切ってください。
電子機器が誤動作するなどの悪影響を及ぼす原因となります。
※ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器、植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器、その他の医用電気機器、その他
の自動制御機器など。植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器、その他の医用電気
機器をご使用される方は、各医用電気機器メーカーもしくは販売御者に電波による影響につい
てご確認ください。

必ず行う

	 内部電池が漏液したり、異臭がしたりするときは、ただちに使用をやめて火気から遠ざけてください。
漏液した液体に引火し、発火、破裂などの原因となります。

電源プラグは、以下の内容を必ず守ってください。
火災・感電・電源プラグ破損の恐れがあります。

必ず行う

	 電源プラグにほこりが付着している場合は、よく拭いてください。
火災の原因となります。

必ず行う

	 電源プラグは、コンセントの奥まで確実に差し込んでください。
感電・ショート・発煙・発火や、電源プラグ部分の過熱による焼損の恐れがあります。

	 ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電する恐れがあります。	

禁　止

	 警報器の電源プラグに大きな力をかけないでください。

絵表示の内容

｢必ず行う｣事項を示しています。

｢火気厳禁｣事項を示しています。

｢ぬれ手禁止｣事項を示しています。

｢水ぬれ禁止｣事項を示しています。

｢分解禁止｣事項を示しています。

｢一般的な禁止｣事項を示しています。

■ランプのつきかたについて
ランプの点灯、点滅は次のように動作します。

パターン お知らせ内容 点灯・点滅方式

点灯
連続して
点灯

正常
（電源駆動時）

60秒ごと
1回点滅

60秒ごとに
1回点滅

正常
（バックアップ
電源駆動時）

60秒 点滅周期

点滅
1秒ごとに
1回点滅

火災・ガス・
CO警報

1秒
点滅周期

5秒ごと
1回点滅

5秒ごとに
1回点滅

ガス・CO
注意報

5秒 点滅周期

60秒ごと
3回点滅

60秒ごとに
3回点滅

通信不良
60秒 点滅周期

瞬時点滅
1秒ごとに
1回点滅

通信点検
1秒 点滅周期

電池切れ
点滅

10秒ごとに
1回点滅

電池切れ
10秒 点滅周期

故障点滅
0.25秒ごと

に
1回点滅

故障
0.25秒 点滅周期

有効期限
切れ点滅

3秒ごとに
2秒点灯

有効期限切れ
3秒 点滅周期

ランプ表示・音声出力の事象一覧表
ランプ

音声内容 事象 対応方法白	
(通信)

緑	
(電源)

赤	
(ガス警報)

黄	
(CO警報)

赤	
(火災警報)

※1 ●/△ ○ ○ ○ なし 通常動作(監視中) －

※1 ●/△ ○ ○ ○ ※2　連携サービス音声 サーバーからの
連携サービス音声 －

※1 ●/△ ★ ○ ○ なし ガス注意報 P.6参照

※1 ●/△ ◎ ○ ○
ガス警報音声

「ウーウー　ピッピッピッピッ
ガスがもれていませんか」

ガス警報 P.7参照

※1 ●/△ ○ ★ ○ なし CO注意報 P.7参照

※1 ●/△ ○ ◎ ○

CO警報音声
「ウーウー　ピッポッピッポッ
空気が汚れて危険です　
窓を開けて換気してください」

CO警報 P.7参照

※1 ●/△ ★ ★ ○ なし ガス注意報と
CO注意報 P.6・7参照

※1 ●/△ ◎ ★ ○
ガス警報音声

「ウーウー　ピッピッピッピッ
ガスがもれていませんか」

ガス警報と
CO注意報 P.7参照

※1 ●/△ ★ ◎ ○

CO警報音声
「ウーウー　ピッポッピッポッ
空気が汚れて危険です　
窓を開けて換気してください」

CO警報と
ガス注意報	 P.6・7参照

※1 ●/△ ◎ ◎ ○

ガス警報音声
「ウーウー　ピッピッピッピッ
ガスがもれていませんか」と、
CO警報音声

「ウーウー　ピッポッピッポッ
空気が汚れて危険です　
窓を開けて換気してください」
の交互音声

ガス警報と
CO警報 P.7参照

※1 ●/△ ○ ○ ◎

火災警報音声
「ウーウー　カンカンカン　
火災警報器が作動しました　
確認してください」

２分後の音声
「ウーウー　カンカンカン　
火事です　火事です」

火災警報

P.6参照

※1 ●/△ ★ ○ ◎ 火災警報と
ガス注意報

※1 ●/△ ◎ ○ ◎ 火災警報と
ガス警報

※1 ●/△ ○ ★ ◎ 火災警報と
CO注意報

※1 ●/△ ★ ★ ◎
火災警報と
ガス注意報と
CO注意報

※1 ●/△ ◎ ★ ◎
火災警報と
ガス警報と
CO注意報

※1 ●/△ ○ ◎ ◎

火災警報音声
「ウーウー　カンカンカン　
火事です　火事です」

火災警報と
CO警報

※1 ●/△ ★ ◎ ◎
火災警報と
ガス注意報と
CO警報

※1 ●/△ ◎ ◎ ◎
火災警報と
ガス警報と
CO警報

瞬時
点滅 ●/△ ○ ○ ○ なし 通信確認中 －

※1
電池
切れ
点滅

○ ○ ○
電池切れ音声

「もうすぐ警報器が
使用できなくなります」

電池切れ時
（バックアップ電
源駆動時のみ）

P.5参照

※1 故障
点滅 ○ ○ ○

故障警報音声
「故障です　アプリまたは保証
書を確認し交換の手続きをして
ください」（１0分ごと）
「ピッピッピッ」（１分ごと）

故障警報
（警報器が故障診
断機能により故障
と判断した状態）

ご契約いた
だいた事業
者にご連絡
いただき、交
換の手続き
をしてくだ
さい。

※1 有効期限
切れ点滅 ○ ○ ○

有効期限切れ音声
「有効期限が切れています　
新しい警報器に交換してくださ
い」（４時間ごと）

有効期限切れ
（警報器の有効期
限が4か月以上過
ぎた状態）

ご契約いた
だいた事業
者にご連絡
いただき、交
換の手続き
をしてくだ
さい。

●：点灯、◎：点滅、★：5秒に1回点滅、▲：高速点滅、△：60秒に1回点滅、○：消灯

※	故障したときは、上記以外の表示音声を発する場合があります。この場合、ご契約いただいた事業者にご
連絡いただき、交換の手続きをしてください。

※1	 白（通信）ランプは、警報器の無線通信状況をお知らせしています。
	 	 消灯…サーバーからの連携サービス音声が通知できる状態です。
	 	 60秒ごと3回点滅…サーバーからの連携サービス音声が通知できない状態です。
※2	サーバーからの連携サービス音声は、連携サービスの内容により様々な音声が鳴ります。

警報器の機能について

■	ガス警報機能・CO警報機能

警報器周囲のガスやCOが規定濃度以上になると、それを検知して、注意報または警報を発します。

《お断わり》
●	ガス検知部にガスやCOが到達しないときは、警報機能が働きません。

●	ガスもれや不完全燃焼によるCOの発生を未然に防止する装置ではありません。
	 ガスもれやCO発生などによる損害については、責任を負いかねますのでご了承ください。

●	取付場所近くでのガスもれやCO発生には警報を発しますが、他の部屋で発生したガスやCOには警
報を発しないことがあります。

■	火災警報機能

火災などにより、警報器周囲の煙が規定濃度以上になると、それを感知して警報を発します。

《お断わり》
●	換気扇などにより煙が吸引され、煙感知部の煙が規定濃度以上にならないときは、警報機能が働きま

せん。

●	火災の発生を未然に防止する装置ではありません。
	 火災などによる損害については、責任を負いかねますのでご了承ください。

●	警報器を取り付けていない部屋は、火災の監視ができません。

通信不良のときは
通信不良（無線基地局との通信ができない状
態）になると、白（通信）ランプが60秒ごと3回
点滅します。
サーバー・アプリとの連携ができない状態で
すので、周囲の環境をご確認いただき、通信を
妨害するような家具や家電が無いことを確認
してください。
対処した結果、通信不良が改善されない場合
は、ご契約いただいた事業者までご連絡くだ
さい。

使用方法

1	電源プラグをコンセントに	
差し込む。
緑（電源）ランプが点滅、白（通信）ラン
プが瞬時点滅し、警報器が監視状態に
入る準備状態になります。

2	電源に接続してから約30秒後、	
ランプが全点灯した後、消灯します。

3	「警報器正常です　電波が受信できて
います」と鳴って緑（電源）ランプが点灯
し、監視状態に入ります。
※	電源に接続してから約30秒間で通

信の判定ができない場合は、「警報
器正常です」と鳴った後、白（通信）ラ
ンプの瞬時点滅が継続します。最大3
分以内に通信判定を行いその結果を
音声でお知らせします。

	 （通信正常時「電波が受信できていま
す」、通信不良時「通信できません」）

〈警報器が故障している場合〉
「警報器正常です　電波が受信できています」とは鳴らずにP.5に記載して
いる故障発生時の動作となります。

※	ご契約いただいた事業者にご連絡いただき、交換の手続きをしてください。

〈通信不良の表示が出た場合〉
周囲の環境をご確認いただき、通信を妨害するような家具や家電が無いこ
とを確認してください。
対処した結果、通信不良が改善されない場合は、ご契約いただいた事業者
までご連絡ください。

警報器が作動したら

1	『ウーウー カンカンカン 火災警報器が作動 
しました 確認してください』または

	 『ウーウー カンカンカン 火事です 火事です』
	 と鳴ったときの処置のしかた
	 【赤（火災警報）ランプが点滅】〈火災警報〉

『ウーウー	カンカンカン	火災警報器が作動しました	確認してください』の
警報音が約2分間継続すると、または、火災警報とCO警報が同時に成立す
ると、『ウーウー	カンカンカン	火事です	火事です』と警報音が変わります。

1	火元の確認をする。

2	必要な手段をとる。
119番への通報	 初期消火

天ぷら油から炎が出ているときは、ガスメーター近くのメーターガス栓を
閉める。
メーターガス栓を開けるときはご契約いただいた事業者までご連絡くだ
さい。

警報器周囲の煙が規定濃度以下になると、警報音が鳴りやみ、赤（火災警
報）ランプが消灯します。

《お断わり》
●	火災以外の煙などで火災警報を発している場合でも、赤（ガス警報）ランプ

および黄（CO警報）ランプの点滅の有無を確認してください。

※	火災警報を発している場合は、音声は火災警報が優先されるため、音声
によるガス警報およびCO警報は発しません。

●	赤（ガス警報）ランプおよび黄（CO警報）ランプが点滅している場合は、
P.6・7の処置を行ってください。

〈火災以外の煙などで火災警報を発しているとき〉
P.8の処置を行ってください。

2 赤（ガス警報）ランプ
	 が5秒ごと1回点滅しているときの処置のしかた
	 〈ガス注意報〉

1	ドアや窓を開けて換気する。
しばらく換気を続けると、赤（ガス警報）
ランプは消灯します。

2	原因を確認する。
ガス濃度がうすい場合に点滅します。
室内の空気の汚れにも反応することがあります。
（P.8参照）

緑（電源）
ランプ点灯

白（通信）
ランプ
60秒ごと
3回点滅

緑（電源）
ランプ点滅

白（通信）
ランプ
瞬時点滅

緑（電源）
ランプ点灯

赤（ガス警報）
ランプ点灯

黄（CO警報）
ランプ点灯

赤（火災警報）
ランプ点灯

警報器
正常です
電波が
受信でき
ています

白（通信）ランプ
通信判定後、
・通信正常：消灯
・通信不良：60秒ごと3回点滅

緑（電源）
ランプ点灯
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3	『ウーウー ピッピッピッピッ	ガスがもれていませんか』
	 と鳴ったときの処置のしかた
	 【赤（ガス警報）ランプが点滅】

	 〈ガス警報〉

1	ドアや窓を開けて換気する。

2	ガス栓や器具栓を閉める。

3	ガスがなくなれば、警報音が鳴りやむ。
【赤（ガス警報）ランプ消灯】

4	ガスもれの原因を点検する。
原因としては、煮こぼれ、ゴム管の外れ、ゴム管の亀裂、ガス機器の立ち消
えなどが考えられます。

4	黄（CO警報）ランプ
	 が5秒ごと1回点滅しているときの処置のしかた
	 〈CO注意報〉

1	ドアや窓を開けて換気する。
しばらく換気を続けると、
黄（CO警報）ランプは消灯します。

2	原因を確認する。
CO濃度がうすい場合に点滅します。
室内の空気の汚れにも反応することがあります。（P.8参照）

※	黄（CO警報）ランプの点滅が約5分間継続すると、「ウーウー　ピッポッ
ピッポッ　空気が汚れて危険です　窓を開けて換気してください」と鳴
りはじめます。

5	『ウーウー ピッポッピッポッ 空気が汚れて危険です 
窓を開けて換気してください』

	 と鳴ったときの処置のしかた
	 【黄（CO警報）ランプが5秒ごと1回点滅または点滅】〈CO警報〉

1	ドアや窓を開けて換気する。

2	ガス機器の使用を中止し、	
ガス栓や器具栓を閉める。

3	COがなくなれば、警報音が鳴りやむ。
【黄（CO警報）ランプ消灯】

6 	『ウーウー ピッピッピッピッ ガスがもれていませんか』
と『ウーウー ピッポッピッポッ 空気が汚れて危険です 
窓を開けて換気してください』

	 が交互に鳴ったときの処置のしかた
	 【赤（ガス警報）ランプが点滅、黄（CO警報）ランプが5秒ごと

1回点滅または点滅】

	 〈ガス警報とCO警報の同時警報〉

1	ドアや窓を開けて換気する。

2	ガス機器の使用を中止し、	
ガス栓や器具栓を閉める。

3	ガスやCOがなくなれば、	
警報音が鳴りやむ。

【赤（ガス警報）ランプ・	
黄（CO警報）ランプ消灯】

4	ガスもれやCO発生の原因を点検する。
原因としては、煮こぼれ、ゴム管の外れ、ゴム管の亀裂、ガス機器の立ち消
えなどが考えられます。

7	部屋の外から警報音に気づいた　
ときは

1	部屋に入らない。
室外からドアや窓を開けられるときは、
ドアや窓を開けて換気する。

2	ガスメーター近くの	
メーターガス栓を閉める。
メーターガス栓を開けるときは
ご契約いただいた事業者までご連絡ください。

3	ガスやCOがなくなれば、警報音が鳴りやむ。

ガスコンセント接続の場合、
ガスコンセントからソケッ
トを外してください。

ガスコンセント接続の場合、
ガスコンセントからソケッ
トを外してください。

ガスコンセント接続の場合、
ガスコンセントからソケッ
トを外してください。

	空気より軽い12A・13Aガス用

一般財団法人	日本ガス機器検査協会検査合格品
住宅用防災警報器　検定合格品

住宅用火災（煙式）・
ガス・CO警報器

●	住宅用火災（煙式）・ガス・CO警報器をお取り付けいただきありがとうございました。
●	この取扱説明書は住宅用火災（煙式）・ガス・CO警報器の取扱方法を説明します。
●	お使いになる前に、この取扱説明書を必ず読んで、内容をご理解した上で取り扱ってください。
●	本取扱説明書は、保証書がついています。取扱説明書はお手元に保管し、いつでもご覧いただけるよう

にしておいてください。
●	本書を紛失され、内容に不明な点があった場合は、ご契約いただいた事業者までご連絡ください。

＜本警報器のご利用について＞
●	本警報器は、通信上の高い秘話・秘匿機能を備えるLTE方式の電波を使用しておりますが、第三者に

通信を傍受される可能性が無いとは言えませんのでご留意ください。
●	本警報器は、LTE無線基地局と通信を行うことで、サーバーと情報のやり取りを行うことができます。
	 いかなる通信環境での使用を保証するものではなく、お客さまのご使用環境によっては、接続・通信

ができなかったり、接続・通信に時間がかかったり、ご使用時の一時的な通信断が発生する場合がご
ざいます。ご了承ください。

●	本警報器は、サーバーとのやり取りを行うためにSIMカードが内蔵されています。内蔵されたSIMカー
ドはお客様で取り出すことはできません。また、SIMカードは機器に対して登録されており、本警報器
のSIMカードを取り出して他の機器（他の警報器を含む）に使用したり、他のSIMカードを取り付けて本
警報器を使用することはできません。SIMカードが内蔵された本警報器を盗難・紛失された場合は、
必ず緊急利用停止の手続きを行ってください。詳しくはご契約いただいた事業者までご連絡ください。

●	本警報器は、常時LTE無線基地局に接続される仕様であり、本警報器の警報を含む稼働情報をサー
バーに送信したり、アプリなどからの配信を行うことなどで、自動的にデータ通信が行われる場合が
あります。データの読み出しや書き込みなどデータ通信中に本警報器の電源を切らないでください。

●	本警報器は家庭用の電子機器として設計されております。人命に直接関わる医療機器や、極めて高い
信頼性を要求されるシステム（幹線通信機器や電算機システムなど）では使用しないでください。

●	本警報器のサーバー通信に関わるソフトウェアは日本国内仕様です。日本国外で使用された場合の責
任は負いかねます。

＜住宅用火災（煙式）・ガス・CO警報器について＞
●	本警報器は、火災による煙を感知して警報を発するものです。火災の発生を未然に防止する装置では

なく、また、火災による損害を防止することを保障するものではありません。火災などによる損害につ
いては、責任を負いかねますのでご了承ください。	 	

●	本警報器は、ガスやCOを検知して警報を発するものです。ガスもれや不完全燃焼によるCOの発生を
未然に防止する装置ではなく、また、ガスもれやCOによる損害を防止することを保障するものではあ
りません。ガスもれやCOなどによる損害については、責任を負いかねますのでご了承ください。

●	本警報器は火災による煙を感知して、警報を発するものです。換気扇等により煙が吸引され、煙感知部
に煙が到達しない場合は、火災警報機能が働きません。

●	本警報器は、ガスやCOを検知して警報を発するものです。ガス検知部にガスやCOが到達しない場合
は、ガス警報機能やCO警報機能が働きません。

＜バックアップ電源駆動と内蔵電池について＞
●	本警報器は、停電等で警報器に一時的な電源断が起こった際、一定時間、電源供給とサーバーへの通

信を継続させるバックアップ電源（二次電池）が内蔵されています。
●	本警報器の内蔵電池は、ニッケル水素電池です。

	 停電等での一時的な電源断時において、警報器のバックアップ電源と
して使用するものであり、AC100V電源供給がない状態で駆動する
ことを保証するものではありません。

●	内蔵電池は、お取り付け時には十分充電されていません。警報器のご利用開始後すぐは、バックアップ
電源としての使用時間が短くなることがありますのでご了承ください。

●	内蔵電池は自動で充放電を繰り返しておりますが、警報器のご使用条件によってはバックアップ電源
の駆動時間が短くなることがありますのでご了承ください。

＜警報器・サーバー・アプリを連携させることにより各種情報の提供を行うサービス（以下、連携サービス）について＞
●	本警報器は、スマートフォンアプリを用いて警報器をサーバーに登録することで、連携サービスの利

用を開始することができます。インターネットにアクセスすることが可能な情報端末を準備してくだ
さい。アプリのインストールや連携サービスの設定、サーバーからスマートフォンへのプッシュ通知な
ど、スマートフォンのご利用にて発生するデータ通信の料金は、お客さまのご負担となりますのでご了
承ください。	 	

●	本警報器は、連携サービスをご利用されている際に、ネットワークを利用して本警報器のシステム
アップデートが必要かどうかを確認し、必要なときには自動でアップデートを行います。システムアッ
プデートに伴うアプリの追加/更新の詳細については、アプリをご確認ください。システムアップデー
ト途中に電波状態が悪くなったり、電池残量がなくなると、アップデートに失敗することがあります
（アップデートに失敗すると本警報器で連携サービスが使用できなくなることがあります）

●	本警報器は、連携サービスの確実な提供を保証するものではありません。
●	お客さま宅の通信環境などにより、連携サービスの一部または全部が提供できない場合があります。
	 本警報器において、サーバーからの情報の内容、受信タイミング、情報を受信又は受信できなかったこ

とに起因した事故を含め、連携サービスに関連して発生した損害については一切責任を負いません。
●	予告なく連携サービスの一部、または全部が変更されることがあります。連携サービスの詳細につい

ては、ご契約いただいた事業者までご連絡ください。

＜電波法に関する注意＞
●	本警報器は、電波法に定められた無線局です。したがって、電波法に基づく検査を受けていただく必要

があります。あらかじめご了承ください。	 	
●	本警報器は、日本国外での電波法には準じていません。日本国内でお使いください。

本警報器に関して生じた損害について、当社に責めがある場合又は法令上責任が定められている場合を
除き、当社は一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

003-180062R

D180034003T

型式名	MC-732M

	　取 扱 説 明 書

ネットワーク機能付き

MC732MTDT_(02)_

各部のなまえとはたらき

警報器のお知らせ機能について

バックアップ電源駆動時は、一部ランプの点灯パターンが異なるものがあります。
詳細はP.4「ランプ表示・音声出力の事象一覧表」をご確認ください。

火災による煙が発生したときは
ウーウーカンカンカン

火災警報器が作動しました
確認してください

（2分後）

ウーウーカンカンカン
火事です	火事です

緑（電源）
ランプ点灯

赤（火災警報）
ランプ点滅

※	火災警報とCO警報が同時に成立すると、「ウーウーカンカンカン	火事	
です	火事です」の警報音となります。

ガスがもれたときは

緑（電源）
ランプ点灯

赤（ガス警報）
ランプ
5秒ごと1回点滅

緑（電源）
ランプ点灯

赤（ガス警報）
ランプ点滅

注意報 警報
ウーウーピッピッピッピッ
ガスがもれていませんか

赤（ガス警報）ランプが	
点滅する

ガス機器の不完全燃焼によるCOが発生したときは

注意報 警報

警報

約5分後

ウーウーピッポッピッポッ
空気が汚れて危険です
窓を開けて換気してください

ウーウーピッポッピッポッ
空気が汚れて危険です
窓を開けて換気してください

緑（電源）
ランプ点灯

黄（CO警報）
ランプ
5秒ごと1回点滅

緑（電源）
ランプ点灯

黄（CO警報）
ランプ
5秒ごと1回点滅

緑（電源）
ランプ点灯

黄（CO警報）
ランプ点滅

ガスのもれとガス機器の不完全燃焼によるCOが同時に発生したときは
ウーウーピッピッピッピッ
ガスがもれていませんか

ウーウーピッポッピッポッ
空気が汚れて危険です
窓を開けて換気してください交互に鳴る

緑（電源）
ランプ点灯

赤（ガス警報）
ランプ点滅

黄（CO警報）
ランプ5秒ごと1回点滅
または点滅

内蔵電池が少なくなったときは
バックアップ電源駆動時に内蔵電池の電池が
少なくなると、「もうすぐ警報器が使用でき
なくなります」が１回鳴り、緑（電源）ランプが
電池切れ点滅します。
その後に「ピッ」と約1分ごとに繰り返し鳴り
ます。

ただし、警報停止スイッチを押すと、「もうす
ぐ警報器が使用できなくなります」が１回鳴
り、以降警報音は停止します。
緑（電源）ランプの電池切れ点滅は止まりません。
※	内蔵電池が少ない状態でしばらく時間が経

過すると、内蔵電池が無くなり警報器の電
源が自動的にオフになります。

※	煙やガスおよびCOを検知した場合は、警報
が可能であれば警報音を発します。

※	バックアップ電源駆動を停止したい場合
は、P.9の＜バックアップ電源駆動を停止
したいときは＞を参照ください。

故障しているときは
故障が発生すると、「故障です　アプリまた
は保証書を確認し交換の手続きをしてくださ
い」が1回鳴り、緑（電源）ランプが点滅します。
その後に「ピッピッピッ」と約1分ごとに繰り返
し鳴り、約10分ごとに「故障です　アプリまた
は保証書を確認し交換の手続きをしてくださ
い」が鳴ります。
それ以降も同じ警報を繰り返します。

ただし、警報停止スイッチを押すと、警報音は
約36時間停止します。
緑（電源）ランプの点滅は止まりません。
※	ご契約いただいた事業者にご連絡いただ

き、交換の手続きをしてください。

有効期限が過ぎたときは
有効期限を4か月以上過ぎると、「有効期限が
切れています　新しい警報器に交換してくだ
さい」が1回鳴り、緑（電源）ランプが有効期限
切れ点滅します。
その後に「有効期限が切れています　新しい
警報器に交換してください」と約4時間ごとに
繰り返し鳴ります。
また、有効期限を4か月以上過ぎて電源を再投
入すると、30秒後に「正常です」が鳴らずに
「有効期限が切れています　新しい警報器に
交換してください」が鳴ります。
※	ご契約いただいた事業者にご連絡いただ

き、交換の手続きをしてください。

緑（電源）ランプ
電池切れ点滅

もうすぐ警報器が
使用できなくなります　
その後、約１分ごとに　ピッ

緑（電源）ランプ
電池切れ点滅

警報停止スイッチ

緑（電源）ランプ
故障点滅

故障です　アプリまたは保証書を
確認し交換の手続きをしてください
その後、約１分ごとに			ピッピッピッ
約１0分ごとに　
故障です　アプリまたは保証書を
確認し交換の手続きをしてください

緑（電源）ランプ
故障点滅

警報停止
スイッチ

緑（電源）
ランプ
有効期限切れ
点滅

有効期限が切れています　
新しい警報器に交換してください

必ず行う

	 警報器をお手入れするときは、必ず電源プラグを抜いてください。
感電やけがの原因となります。

必ず行う

	 警報器の取り外し・取り付けを行うときや、警報器をポリ袋で覆うときは、安定した踏み台を使い、十
分注意してください。
転落・転倒・落下によるけがの恐れがあります。

禁　止

	 取付位置を移動させないでください。
警報の遅れの原因となります。
取付位置を変える必要が生じたときは、ご契約いただいた事業者までご連絡ください。

禁　止

	 警報器の前に物を置いたり、取り付けたりしないでください。
警報の遅れの原因となります。

禁　止

	 警報器の近くで一般電話・テレビ・ラジオなどを使用しないでください。
一般電話・テレビ・ラジオなどにノイズ（雑音）が入ることがあります。警報器から距離を離してお
使いください。

禁　止

	 この商品は検定合格品ですが、消防法で定められた自動火災報知設備には該当いたしませんの
で、それらの用途には使用できません。

禁　止

	 内蔵電池内部などの物質が漏れた場合は、顔や手などの皮膚や衣類などにつけないでください。
失明や皮膚への障害などを起こす原因となります。内部の物質などが目や口に入った場合や、皮膚
や衣類に付着した場合は、すぐにきれいな水で洗い流してください。また、目や口に入った場合は、
洗浄後ただちに医師の診療を受けてください。

対象ガス

●この警報器は火災（火災等による煙）、都市ガス（空気より軽い12A・13Aガス）および燃焼排ガス中のCO
を検知します。

●都市ガス（空気より軽い12A・13Aガス）供給区域外ではお使いにならないでください。

家庭用

●警報停止スイッチ
警報停止スイッチを操
作すると警報音を停止さ
せたり、定期点検を行う
ことができます。

●電源コード

●電源プラグ

●赤（火災警報）ランプ
火災による煙を感知する
と、点滅します。
※	点滅時はP.6を参照く

ださい。

●警報スピーカー
ガス、COを検知、または
火災による煙を感知する
と、音声合成音が鳴ります。

●緑（電源）ランプ
通常は点灯しています。
故障しているときに高速
点滅します。
※	高速点滅時はP.5を参

照ください。

●赤（ガス警報）ランプ
ガスを検知すると、点滅
します。
※	点滅時はP.6・7を参

照ください。

●白（通信）ランプ
通常は消灯しています。
無線通信が切断され、
サーバーからの連携
サービス音声が通知で
きないときに60秒ごと
に3回点滅します。
※	60秒ごと3回点滅時

はP.6を参照ください。

●有効期限ラベル

●黄（CO警報）ランプ
COを検知すると点滅し
ます。
※	点滅時はP.7を参照く

ださい。

●製造番号シール

●検定合格証票

●煙感知部
煙を感知します。

●ガス検知部
ガスおよびCOを検知し
ます。

形式認証
証票

製造番号

製造年月
型番

●登録シール
警報器の背面に、警報器をサーバーに登録する
ための情報が表示されています。
同じ内容が、かんたん設定ガイドにも貼り付け
されています。

QRコード

シリアルナンバー
（QRコードと内容は同じ）
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停電などの電源断が起きたときは
停電や、電源プラグを抜くなどの一時的な電源断が
起きたときは、警報器から音声が鳴り、警報器はバッ
クアップ電源駆動に移行します。

※	停電が解消されたり、電源プラグを差し込んでAC
電源を供給すると、警報器から音声が鳴り、通常の
電源駆動の監視状態に戻ります。

※	バックアップ電源駆動は、内蔵電池が持つ限り動
作します。内蔵電池が少なくなると、警報器からお
知らせ音声が鳴ります。

	 （P.5「内蔵電池が少なくなったときは」参照）
※	長時間の停電などで内蔵電池の容量が少なくなった場合は、再度停電など

の一時的な電源断がおこった際、バックアップ電源駆動時間が短くなりま
すのでご了承ください。

バックアップ電源駆動中でも、警報・注意報や故障・有効期限切れのお知ら
せを行います。

※	一部、ランプ表示が異なる場合があります。
	 詳細はP.4「ランプ表示・音声出力の事象一覧表」をご確認ください。

サーバーからは連携サービスに関連したお知らせが鳴ります。
鳴動する音声やアプリとの連携の詳細については、アプリをご確認ください。

＜バックアップ電源駆動を停止したいときは＞

バックアップ電源駆動を停止したい場合は、警報停止
スイッチを約10秒間押してください。
「ピッ　ピッピッ　ピー　警報器を停止します」の音
声が鳴った後に、警報器の電源がオフになります。

※	電源オフになった後に、再度警報停止スイッチを
押しても、バックアップ電源駆動は行いません。

※	警報器の電源がオフになった後に、停電が解消さ
れたり、電源プラグを差し込んでAC電源を供給す
ると、P.6「使用方法」の電源投入時の動作を行い、
警報器が監視状態になります。

お手入れのしかた

1	電源プラグをコンセントから抜く。

2	警報器を取り外す。（P.9参照）

3	警報器および取付部付近の壁面の汚れをふき取る。
●警報器表面・壁面

布に水または石けん水を浸し、
よく絞ってからふき取ってくだ
さい。

●電源プラグ
乾いた布でふき取ってください。

お ね が い

●	お手入れするときは、警報器の内部に水が
入らないように注意してください。

●	お手入れするときは、中性洗剤、アルカリ性
洗剤、塩素系漂白剤、ベンジン、シンナー、ア
ルコールは使わないでください。
アルカリ性洗剤などを使うと、警報器本体
の表面に傷がついたり、しばらく赤（ガス警
報）ランプが点滅したり、警報音が鳴りやま
ないことがあります。

4	警報器を取り付ける。（P.9・10参照）

5	電源プラグをコンセントに差し込む。
P.6「使用方法」に記載の動作を行います。

警報器の取り外し・取り付けかた

■取付フックの場合

〈取り外しかた〉

1	電源コードをコード振れ止め	
から取り外す。

2	本体を持ち上げて取り外す。

〈取り付けかた〉

1	警報器を取付フックに	
引っ掛ける。
〈確認〉
警報器が確実に固定されていることを確
認してください。

2	電源コードをコード振れ止めに	
取り付ける。

■木ねじの場合

〈取り外しかた〉

1	電源コードをコード振れ止め	
から取り外す。

2	木ねじをゆるめて	
警報器を取り外す。
〈注意〉
強く引っ張ると取り付けている木ねじが
抜けたり、木ねじから警報器が外れたり
して、落下する恐れがあります。

警報停止スイッチ

ピッ　ピッピッ　ピー
警報器を停止します

よく絞る

水または石けん水

外すコード
振れ止め

電源コード

取付
フック

持ち上げて
取り外す

取付
フック

はめ込む

電源コード

コード
振れ止め

木ねじを	
ゆるめる

持ち上げて
取り外す

〈取り付けかた〉

1	警報器を木ねじに引っ掛ける。

2	木ねじを締め付けて固定する。

3	電源コードをコード振れ止めに	
取り付ける。
〈確認〉
警報器が確実に固定されていることを確
認してください。

殺虫剤（くん煙・くん蒸・噴射式）を使用するときは
殺虫剤の噴射ガスに反応して警報器が鳴る場合があります。次の処置を行っ
ていただくと、警報器が鳴り出すのを防ぐ効果があります。

殺虫剤を使用した後は、必ず部屋の換気をし、ポリ袋を外してください。
警報器が作動しません。

電源プラグを抜かないでください。
電源プラグを抜き、警報器をポリ袋で覆わずに殺虫剤を使用すると、使用後
に再び電源プラグを差し込んだときに警報音が鳴ることがあります。

ポリ袋の取り付け・取り外しや警報器の壁面からの取り外し・取り付けは、
高いところでの作業になりますので、しっかりした踏み台を使って、十分に
注意して行ってください。
転落、転倒、落下の原因になります。

1.警報器をポリ袋で覆う

警報器を取り付けている部屋で殺虫剤を使用するときは、警報器が噴射ガス
に反応して警報音が鳴る恐れがありますので、必ず警報器に次の処置をして
ください。

警報器を壁面から取り外して安定した場所に置けるとき

〈準備するもの〉

●	ポリ袋（30㎝×40㎝・1枚）
	 ポリプロピレン製（ または＞PP＜表示）
※	ポリエチレン製でも一定の効果があります。
●	ひも(1本)
●	粘着テープ

〈処置のしかた〉

①	警報器を取り外してください。
②警報器にポリ袋を被せ、袋の口を電源

コードの上からひもで縛ってください。
③ポリ袋と電源コードの間にすき間がで

きないように、ポリ袋の開口部分に粘着
テープを巻き付けてください。

④ポリ袋を傷めないように、警報器を安定
するところに置いてください。

警報器を壁面から取り外して安定した場所に置けないとき

〈準備するもの〉

●	ポリ袋（30㎝×40㎝・1枚）
	 ポリプロピレン製（ または＞PP＜表示）
※	ポリエチレン製でも一定の効果があります。
●	輪ゴム（3本）
●	粘着テープ

養生テープやメンディングテープなど、接
着しやすく、またはがすときに壁面を傷め
ないテープを選んでください。

〈処置のしかた〉

①	ポリ袋を警報器の前面から覆い被
せ、コード巻き取り部分を輪ゴム

（3本）でしっかり止めてください。

②ポリ袋の端を粘着テープで壁面に貼り付けてください。
	 ポリ袋と壁面の間にすき間ができないように、

粘着テープを貼ってください。
	 特に、ポリ袋がしわになっている部分や電源

コードが通っている部分に注意してください。
※	壁面などの状況により、粘着テープでの貼

り付けができない場合、①のみの処置でも
一定の効果はあります。

2.殺虫剤を使用する

以下のようなときは、ポリ袋で覆っていても警報音が鳴ることがあります。
殺虫剤を使用するときは、事前に住宅管理者やご近所の方に、連絡しておい
てください。
●	部屋の広さに比べて、極端に大きな容量の殺虫

剤を使用したとき。
	 必ず、部屋の広さに応じた容量の殺虫剤をご使

用ください。
●	殺虫剤を警報器の真下で使用したとき。
	 警報器の真下は避けてください。
●	ポリ袋と壁面の間にすき間があったり、ポリ袋

に破れや穴があるとき。
●	警報器をポリ袋で覆う前に、石油系溶剤やアル

コール類などを使用していたとき。
	 ガス検知部に影響を与える成分が封じ込められ

ます。
●	経年変化によって、ガス検知部が敏感になっているとき。

3.ポリ袋を取り外す

殺虫剤の使用が終わったら、ポリ袋を外してください。
警報器を取り外した場合は、元の位置に取り付けてください。

お ね が い

粘着テープを外すときは、壁面などを傷めないように慎重に行ってください。

30cm

40cm

ポリ袋（1枚）

ひも（1本） 粘着
テープ

ひもで縛る

開口部分を
粘着テープで巻く

30cm

40cm

ポリ袋（1枚）

輪ゴム（3本）
粘着
テープ

ポリ袋を前面から
覆い被せる

輪ゴム（3本）
で止める

コード巻き取り部分

電源コード部分
にすき間ができ
ないようにする

粘着テープで
周囲を貼る

定期点検
日常点検

日常、警報器の緑（電源）ランプが点灯していること
を確認してください。

※	緑（電源）ランプが消灯している場合は、ご契約い
ただいた事業者にご連絡いただき、交換の手続き
をしてください。

	 （P.11「故障かな？と思ったら」を参照ください。）

定期点検

〈本体機能の点検〉
警報器が正常に動作していることを確認する
ために、警報停止スイッチによる点検を行っ
てください。

①	警報停止スイッチを約１秒間押すと「ピッ」
と鳴り緑（電源）ランプが点滅します。

②	「ピッ」と鳴ったらすぐに手を離してください。

③	全ランプが１秒間点灯し、「警報器正常です」
が鳴ります。

	 過去約10日以内に警報が作動した場合は、全ランプが点灯した後に、最後
に作動した警報の原因に伴ったランプが、約1秒間点灯します。

	 （鳴動原因表示機能によるものです。）

④	一定時間後、通信の判定結果を表示します。

	 通信正常時：白（通信）ランプが点灯し、「電波が受信できています」が鳴動
	 通信不良時：白（通信）ランプが高速点滅し、「通信できません」が鳴動

	 ※通信の判定は、最大3分間かかる場合があります。

〈警報音の確認方法〉

①	警報停止スイッチを約３秒間押すと、「ピッ　ピッピッ」と開始音が鳴ります。

②	警報停止スイッチから手を離すと以下のように動作することを確認して
ください。

動作順 音声内容
ランプ

緑
（電源）

赤
（ガス警報）

黄
（CO警報）

赤
（火災警報）

1
ウーウーカンカンカン　	
火事です	火事です

点滅 消灯 消灯 点滅

2
ウーウーカンカンカン　	
火災警報器が作動しました　
確認してください

点滅 消灯 消灯 点滅

3
ウーウーピッピッピッピッ　
ガスがもれていませんか

点滅 点滅 消灯 消灯

4
ウーウーピッポッピッポッ　
空気が汚れて危険です　	
窓を開けて換気してください

点滅 消灯 点滅 消灯

③	「ピー」と終了音が鳴り、監視状態（緑（電源）ランプ点灯）に戻ります。

※	音声警報中に本機能を終了したい場合は警報停止スイッチを押すと
「ピー」と鳴り、終了します。

故障かな？と思ったら
こんなときは ここを確認して こう処置してください

緑（電源）ランプが
消灯している。

電源プラグが抜けて
いませんか。

電源プラグをコンセントに差し込んで
ください。

電源ブレーカーが切
れていませんか。

ブレーカーを入れてください。

長時間の停電で、警
報器の電源が切れて
いませんか。

長時間の停電による電源オフでなけれ
ば警報器の故障が考えられますので、
ご契約いただいた事業者にご連絡いた
だき、交換の手続きをしてください。

警報器が
温かくなっている。

－
通電により、センサ部を加熱していま
す。異常ではありません。

緑（電源）ランプが
高速点滅している。

警報器の故障を知ら
せています。

ご契約いただいた事業者にご連絡い
ただき、交換の手続きをしてください。

（機器故障音声機能）

火災、ガスもれ、CO
の発生ではないの
に、赤ランプや黄ラ
ンプが点滅したり、
警報音が鳴る。

原因を調べてくださ
い。（P.8参照）

ドアや窓を開け、しばらく換気を続け
てください。ランプの点滅や警報音が
止まります。
鳴りやまない場合はご契約いただいた
事業者までご連絡ください。

ガス機器の異常が考
えられます。

ガス機器の点検を受けてください。	
（有償）

ガス機器以外の燃焼
機器の異常が考えら
れます。

それらの機器も点検を受けてくださ
い。

電源を入れたとき
に、赤ランプや黄ラ
ンプが長く点灯す
る。

10日以内に警報を発
していませんか。

鳴動原因表示機能によるもので、故障
ではありません。（P.6参照）

緑（電源）ランプが有
効期限切れ点滅（３
秒ごとに２秒点滅）し
ている。

警報器の有効期限ラ
ベルに記載の有効期
限が切れていません
か。

有効期限が切れていれば、ご契約いた
だいた事業者にご連絡いただき、交換
の手続きをしてください。（P.5参照）

廃棄について
お ね が い

本警報器は、電源プラグを抜くとバックアップ電源駆動になります。
廃棄される際は、電源プラグを抜いた後にバックアップ電源駆動を停止さ
せ（P.9の＜バックアップ電源駆動を停止したいときは＞参照）、廃棄作業を
行ってください。

お客さまで警報器を廃棄される場合は、お住まいの市町村の廃棄物の処理方
法にしたがってください。
警報器には充電式ニッケル水素電池が内蔵されています。ご使用
済みの電池は一般家庭ごみとして廃棄せず、コネクタ部をテープ
で巻いて絶縁しリード線を固定してから、最寄のリサイクル協力
店にお渡しいただくか設置してある「小型充電式リサイクルBOX」
に入れてください。（Ｐ.12＜内蔵電池の取り出しかた＞参照）。

取り出した内蔵電池のコネクタは、ショートしないようにテープなどを巻い
てください。また、リード線は露出しないようテープ等で固定してください。
内蔵電池の廃棄方法を誤ると、ショートして発熱・破裂・発火することがあ
ります。また、ケガをしたり、火災の原因になります。

リード線は引っかけて露出しないように、
ビニールテープ等で固定する

コネクタ部分は
ビニールテープ
などで絶縁する

取り出した電池

緑（電源）
ランプ点灯

緑（電源）
ランプ点灯

赤（ガス警報）
ランプ点灯

黄（CO警報）
ランプ点灯

赤（火災警報）
ランプ点灯

警報器
正常です

保   証   書
このたびは警報器をお取り付けいただき、ありがとうございます。お取り付けいただきました商
品につきまして、本保証書記載の内容により保証させていただきます。

商品名 住宅用火災（煙式）・ガス・CO警報器

型　式 MC-73２M

記
1.	保証期間
　	　警報器本体の保証期間はお取り付け後5年間です。お客さまが、この警報器をリース契約に
より借り受けてご使用になられる場合は、そのリース契約期間中に限り無償保証（最長でお取
り付け後５年間）させていただきます。ただし、当該リース契約が、そのリース契約期間中に解約
・解除等により終了した場合は、当該リース契約の終了をもって、当該警報器の無償保証期間
も終了（無償保証の対象外）とさせていただきます。

2.	保証の内容
　	　取扱説明書による正常なご使用状態で、前記の保証期間内に故障した場合には、お申し出
により無償にてお取り替えさせていただきます。

　	　ご契約いただいた事業者へご連絡のうえ、本書をご提示ください。なお無償でお取り替えで
きない場合について「4.保証の適用除外」の項目に記載しておりますのでご確認ください。

3.	保証の範囲
　	　保証は警報器本体を対象とします。内蔵電池については、保証対象外です。警報器本体
以外に生じた損害は、本保証書に定められた保証の対象ではありません。

4.	保証の適用除外
　	　保証期間内であっても次の場合は有料点検・有料取り替えとなります。
（1）	ご使用上の誤り、および不当な修理や改造による故障および損傷。
（2）	お取り付け後の取り付け場所の移動、落下などによる故障および損傷。
（3）	地震、風水害、落雷、その他の天災、地変による故障および損傷。
（4）	火災、塩害、煤煙、降灰、酸性雨、腐食性の有毒ガス、ほこり等、ならびに異常気象、異常

電圧、異常電磁波などによる故障および損傷。
（5）	動植物、昆虫類等に起因する故障および損傷。
（6）	水や煮こぼれ等の液体による故障または損傷。
（7）	車両、船舶に備品として搭載された場合に生じた故障および損傷。
（8）	建築躯体の変形等機器本体以外に起因する当該機器の不具合、筺体の色あせ等の経

年変化、ご使用に伴う摩耗等により生じる外観上の現象。
（9）	音、振動、塗装の退色、メッキの軽微な傷、錆など設計仕様の範囲内の感覚的な現象、経

年変化による場合。
（10）施工説明書および取扱説明書等に指示する方法以外の工事設計または取付工事が原

因で生じた不具合、故障および損傷。
（11）	警報器に表示してあるガスの種類以外のガスでご使用になられた場合による故障および

損傷。
（12）	警報器に故障が認められない場合。
（13）	本書のご提示がない場合。
（14）	本書にお取付日、販売店名の記入のない場合、あるいは販売店の訂正印なしで、字句を

書きかえられた場合。
（15）	その他製造元の責任によらない故障および損傷。

5.	お客さまへ
（1）	有効期限を経過したものにつきましては保証致しません。また、有効期限後はぜひ新しいも

のとお取り替えください。
（2）	本書は日本国内のみ有効です。　　※This	warranty	is	valid	only	in	Japan．
（3）	本書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
※	この保証書は、保証期間内に本書に示す条件において無償でのお取り替えをお約束するもの
です。

※	お客さまにご記入いただいた個人情報は、保証期間内の無償でのお取り替えおよび安全点
検活動のために利用させていただく場合がございますのでご了承ください。

※	この保証書によって、保証書を発行している者（保証者）、およびそれ以外の事業者に対する
お客さまの法律上の権利を制限するものではありません。

お取付日 　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

お
　
客
　
さ
　
ま

ご 住 所

〒

お 名 前 様

販

売

店

扱 者

製造元　　新コスモス電機株式会社
	 〒532-0036　大阪市淀川区三津屋中2-5-4
	 TEL	06（6308）2310

〈内蔵電池の取り出しかた〉
①	警報器左側面の製造番号シールをはがす。
②	電池蓋の矢印部分を押す。
③	②の状態で電池蓋を押しながら、電池蓋を外す。	

④	電池コネクタを引き抜く。
⑤	内蔵電池を取り出す。

アフターサービス
■	この警報器は、５年間の無償保証です。
	 この取扱説明書に書かれている内容を守っていただいた上で、警報器が正

しく作動しないことが判明した場合には、無償でお取り替えいたします。
	 保証書に記載されている保証の適用除外の項目に該当する場合は、この限

りではありません。保証書をご参照ください。
	 お客さまが、この警報器をリース契約により借り受けてご使用になられる

場合は、そのリース契約期間中に限り無償保証（最長でお取り付け後５年間）
させていただきます。ただし、当該リース契約が、そのリース契約期間中に解
約・解除等により終了した場合は、当該リース契約の終了をもって、当該警
報器の無償保証期間も終了（無償保証の対象外）とさせていただきます。

■	保証書に取り付け年月および販売店名の記入のないものは、無効となるこ
とがあります。

	 お取り付け時にご確認ください。

■	この警報器の有効期限は、お取り付け後5年間です。
	 有効期限とは警報器の性能を保証できる期間であり、5年を経過した
	 警報器は、規定の警報ガス濃度で警報しないなど誤作動の恐れがあります

ので、ぜひ新しい警報器とお取り替えください。

■	保証書は大切に保管してください。

■	アフターサービスについて、ご不明の点がありましたら、ご契約いただい
た事業者までご連絡ください。

■	警報器の有効期限を過ぎたときは、ご契約いただいた事業者までご連絡く
ださい。

■	引越しをされるときは、ご契約いただいた事業者までご連絡ください。

■	他の地区に引越されたときは、最寄りのガス事業者に連絡をとり、ガス種
に適合していることを確認してください。

《お断わり》
有効期限は、保証書記載の年月よりも、警報器本体に貼ってある有効期限ラベル
に記載の年月が優先されますので、有効期限ラベルの年月を確認してください。

仕様

項　　　目 仕　　　　　　　　　　　様

火
災
警
報
機
能

種 別 光電式住宅用防災警報器

型 式 番 号 住警第2022～1号

検 知 原 理 煙感知方式（光電式）

感 知 性 能 2種

住宅用防災警報器　検定合格品

ガ
ス
警
報
機
能
・
Ｃ
Ｏ
警
報
機
能

対 象 ガ ス
都市ガス（空気より軽い12A・13Aガス用）
燃焼排ガス中のCO

都
市
ガ
ス

検 知 方 式 半導体式

ガ ス
注意報

作動条件 ガス警報濃度以下の都市ガスに対し注意報

表 示・
発報方式

赤（ガス警報）ランプ5秒ごと1回点滅

発報音無し

ガ ス
警 報

作動条件 	*	爆発下限界濃度の1/4の都市ガスに対し60秒以内に警報

表 示・
発報方式

赤（ガス警報）ランプ点滅

音声合成警報音

燃
焼
排
ガ
ス
中
の
Ｃ
Ｏ

検 知 方 式 電気化学式

CO
注意報

作動条件 300ppmのCOに対し　5分以内に注意報

表 示・
発報方式

黄（CO警報）ランプ5秒ごと1回点滅

発報音無し

CO
警	 報

作動条件
550ppmのCOに対し　5分以内に警報

300ppmのCOに対し　10分以内に警報

表 示・
発報方式

黄（CO警報）ランプ点滅

音声合成警報音

一般財団法人	日本ガス機器検査協会（ＪＩＡ）都市ガス用ガス警報器検査規程
認証合格品

共
　
通
　
仕
　
様

警 報 音 量 70dB（A）/m以上

電 源 AC100V±10V　50/60Hz

バックアップ電源
二次電池（ニッケル水素充電池（２本組））
DC2.4V

バックアップ電源
動 作 条 件

停電等の一時的な電源断時に24時間以上駆動
※停電時の電池充電率や使用条件により異なります。

消 費 電 力 監視時　約0.8Ｗ、警報時　約1.1Ｗ

無 線 部 LTE	（Cat.	M1）

付 属 機 能
通電初期警報防止タイマー付、故障診断機能、
有効期限お知らせ機能

使 用 温 度 範 囲 0℃～＋40℃（結露しないこと）

寸	 法	・	 質	 量
幅85×高さ125×奥行き42ｍｍ（突起部を除く）
約290g

電 源 コ ー ド
長さ2.5ｍ

（約2.2ｍは警報器背面に巻取可能）

付 属 品

コード振れ止め×3、木ねじ（φ3.1×10mm）×3、
木ねじ（φ3.1×16mm）×1、取付フック×1、
ピン（φ1×20mm）×10、取扱説明書（保証書付）〔本書〕×1、
かんたん設定ガイド×1

※	バックアップ電源駆動時は、一部ランプ表示が異なる場合があります。
＊	爆発は空気とガスの混合割合が一定範囲で起こる可能性があります。その範囲を爆発限

界といって、最高濃度を爆発上限界、最低濃度を爆発下限界といいます。

❶シールを
　はがす

❸外す

電池蓋

❷

❷

電池蓋の
両端を
押しながら

❺取り出す

内蔵電池

❹引き抜く

電池コネクタ

取付位置の確認

正しい取付位置に取り付けられていることを確認してください。
取り付けてはいけない場所に取り付けられていると、警報の遅れ、誤報、故障
の原因となります。

〈正しい取付場所について〉

●	煙、ガス、COを検知しようとするガス機器を設置している場所と、同一の
室内に取り付けてください。

●	煙、ガス、COが滞留しやすい位置で、緑（電源）ランプの確認しやすい位置、
点検が容易にできる場所へ取り付けてください。

●	ガス、COを検知しようとするガス機器（一定位置に固定しないで使用さ
れるガス機器の場合はガス栓）から、水平距離で8ｍ以内、警報器の底面か
ら天井面までの距離が22～ 30cm以内の位置に取り付けてください。

●	たれ壁やはりから60cm以上離してください。

60cm以上

●	換気口など、空気の吹出口から1.5ｍ以上離してください。

1.5m以上1.5m以上

●	天井面が60cm以上の突出したたれ壁などによって区画される場合は、た
れ壁より燃焼器具側に取り付けてください。

天井

60cm
以上

8m以内

燃焼器具 ※	燃焼器具側に警報器を
取り付けてください

取付例

設置に不適当な範囲

天井面

50㎝

ガス栓

8m以内

たれ壁60cm以上

22～30cm以内

床面

ガスコンロ

50㎝

※警報器の取り付けや取付位置を変える必要が生じたときは、
　ご契約いただいた事業者までご連絡ください。

※天井面に接近して取り付けると、天井面が黒ずむ場合があります。

〈無線通信について〉

●	周囲に、電波を遮断したり無線基地局との通信を妨害するような金属製の
家具・家電製品が無いことを確認してください。

●	周囲に、LTE回線を用いた通信機器など電波干渉を起こしやすい機器が
ある場合は、障害物を移動するなど通信状況の改善を行ってください。

〈取り付けてはいけない場所について〉
以下の場所には、絶対に警報器を取り付けないでください。

●	レンジフード内やレンジフード本体への取り付け。
	 アルコール等で警報することがあります。
●	換気扇、給気口、ドア付近など風通しの良い場所。
●	すき間風の入る場所。
●	30cm以上（警報器含）のたれ壁などの下。

●	たれ壁60cm以上で区切られている場所。
●	エアコンなどの吹出口に近い場所。
	 警報が遅れたり、検知できないことがあります。

●	燃焼器具などの排気、湯気、油煙および調理用アルコールの蒸気が直接か

かる場所。
	 センサ寿命が短くなったり、誤報の原因になります。

●	火災以外の煙や蒸気がかかる場所。

●	食器棚などから60cm以内の場所。

●ビルの給湯室など夜間電源を切る場所。
●	使用時でないと電源を入れない場所。
	 警報器としての機能を果たしません。

●	カーテンウォールなどで仕切られた場所。
	 警報が遅れます。

●	振動、衝撃の激しい場所。
	 センサの故障の原因になります。

●	浴室内、水のかかる場所、水滴がつく場所。
	 感電や電気的故障の原因になります。

4	部屋に入り、赤（ガス警報）ランプ・黄（CO警報）ランプの消
灯を確認する。

5	ガス栓や器具栓を閉める。

6	ガスもれやCO発生の原因を点検する。
原因としては、煮こぼれ、ゴム管の外れ、ゴム管の亀裂、ガス機器の立ち消
えなどが考えられます。

処置をしても、警報音が鳴りやまないときは
ご契約いただいた事業者へ連絡する。

●	たびたび警報音が鳴るときは、ガス機器の点検を受けてください。（有償）

●	ガス機器以外の燃焼機器（石油ファンヒーター、石油ストーブなど）が原因で
鳴ることもありますので、これらの機器についても点検を受けてください。

8	異常がないのに警報音が鳴ったり、
ランプが点滅した

	 ときの処置のしかた

ガスやCO以外の空気の汚れで、赤（ガス警報）ランプや
黄（CO警報）ランプが点滅したり、警報音が鳴ったときは

〈警報音を止めたいとき〉
警報停止スイッチを押すと、

●	ガス警報の警報音は1回だけ5分間止めることができます。

●	CO警報は、黄（CO警報）ランプが5秒ごと1回点滅しCO警報音が鳴ってい
る場合のみ、警報音を1回だけ5分間止めることができます。

※	警報器周囲の空気の汚れが十分換気できていない場合、停止時間経過後に
再び警報音を発します。

1	ドアや窓を開け、しばらく換気を	
続ける。

2	警報器周囲の空気の汚れがなくなると、	
ランプの点滅や警報音が止まる。

火災以外の煙で火災警報音が鳴ったときは
〈火災警報音を止めたいとき〉
警報停止スイッチを押してください。警報音が止まります。

●	火災警報音を5分間止めることができます。

※	警報器周囲の煙が規定濃度以下になっていない場合は、5分後に再び火災
警報を発します。5分後に再警報してもスイッチを再度押すことで警報音
を止めることができます。

1	ドアや窓を開け、しばらく換気を	
続ける。

2	警報器周囲の煙がなくなると、	
ランプの点滅や警報音が止まる。

警報音が鳴ったり、ランプが点滅した原因について
以下の原因が考えられますので、調べてください。

●	長い間閉め切られたお部屋や、高気密住宅などの換気回数が少ないお部
屋に設置されている場合、ガスセンサの感度に影響をおよぼす室内の滞
留成分（シリコーンや溶剤に含まれる揮発性成分、フロンガス[エアコン
の冷媒ガスなど]）の作用により警報が鳴りやすくなることがあります。
また、まれに鳴り続けることがあります。

●	建材などから発生する揮発性成分の作用により警報が鳴りやすくなるこ
とがあります。また、まれに鳴り続けることがあります。

〈ガス警報・ＣＯ警報〉

●	スプレー式殺虫剤やヘアスプレーなどを、警報器にかけていませんか。

●	タバコの煙を警報器に吹きかけていませんか。

●	芳香剤・香油（アロマオイル）などの濃いガスが警報器にかかっていませ
んか。

●	線香の煙が警報器にかかっていませんか。

●	溶剤、シンナー、ベンジンなどを大量に使用していませんか。

●	アルコール類やくん煙式、くん蒸式の殺虫剤が高濃度になっていませんか。

●	フローリングのワックス、溶剤を含む接着剤を使用していませんか。

●	焼き魚の煙などが警報器にかかっていませんか。

●	みりんや酢などの調味料成分を含んだ蒸気が、警報器に大量にかかってい
ませんか。

●	可燃性のガスなどを使用していませんか。

●	警報器の通常の電圧範囲はAC100V±10Vです。それ以外で使用していま
せんか。

●	換気が十分でない状態で、湯沸器を使用していませんか。

●	ガスコンロの着火ミスがありませんか。

●	自動車の排気ガスが室内にこもっていませんか。

●	炭火や練炭を使用していませんか。

●	換気扇を回さずに大鍋（業務用）で湯を沸かしていませんか。点火初期時に
COが発生し、CO警報を発することがあります。

〈火災警報〉

●	湯気が直接かかっていませんか。

●	タバコ・焼き魚・線香などの煙を警報器にかけていませんか。

●	くん煙式、くん蒸式の殺虫剤が直接かかっていませんか。

お ね が い

ガスもれやCO発生ではなく、空気の汚れなどにより、赤（ガス警報）ランプ・
黄（CO警報）ランプが点滅したり、警報音声が鳴る場合がありますが、すぐ
に鳴りやみますので警報器の電源プラグは抜かないでください。

ガスコンセント接続の場合、
ガスコンセントからソケッ
トを外してください。

●	温度が0～ +40℃の範囲をこえる場所。
	 警報器としての機能を果たしません。また、誤作動の原因になります。

●	照明器具の近く。	 	

（可能な限り離す）

●	ガス検知部に他の機器などを密着させないで
ください。

	 警報が遅れることがあります。

●	業務用・工業用。
	 家庭用です。業務用・工業用ではありません。

●	屋外。
	 屋外用ではありません。

著作権・商標等について
・	本警報器の搭載のソフトウェアは著作物であり、著作権、著作権人格権を

はじめとする著作者等の権利が含まれており、これらの権利は著作権法に
より保護されています。ソフトウェアの全部または一部を複製、修正ある
いは改変したり、ハードウェアから分離したり、逆アセンブル、逆コンパイ
ル、リバースエンジニアリング等は行わないでください。第三者にこのよ
うな行為をさせることも同様です。

・	機器内部で、以下のソフトウェアが組み込まれたものを使用しています。
	 FreeRTOS（MIT	License）
	 参照URL　https://opensource.org/licenses/mit-license.php

・	LTEは欧州電気通信標準協会（ETSI）の登録商標です。

・	QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

本　　  　 社

[ 北　海　道 ]
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札　幌

仙　台
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東　京
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ガス検知部


